
大

嬬

氏

四

柳

氏

大

山

氏

関四

柳

氏

凹 11./謂11大宮森四回

御崎川森河川柳柳

氏氏氏氏氏氏氏氏

帯

都

民

宮

崎

氏

巾

村

氏

抽
出
到

氏

能

門

氏

森

氏

引

待

氏

般

信
一
氏

水

上

氏

m
u
氏

巾

川

氏

大

櫛

氏

削

野

氏

四

抽問

氏

制

移

民 氏

山
鳥
山
山
崎
村
阿
良
加
芯
比
宙
利
枇

"
却
炉

斗
汁

臥

utLm穴
水
大
町
村
滋
訪
比
時
制
枇

跡
主
臥
京
都
川
崎
村
英
出陣
奈
出
古
訓
祉

・

尖
脱
出
副
出
略
称
-
酔
陶
枇
榊
IL

臥
宇
↑附柑
川
崎
村
諏
訪
跡
前
跡
中

臥
京
消
宇
宙
地
村
十
枇
明
御
神
主

臥小平
小h
川
州
出
故
村
白
山
崩
副
主

邸
主
制
七
前山
村
白
山
内市川山
跡
中
h

臥
奈
川
平
野
村
八
輸相
品
耐
主

臥一
京
地
市
坂
村
八
的
自
制
全

瓜
苧町附
興
徳
寺
白
山
富
利
主

臥
小
里
山
山
道
下
村
行
櫛
比
古
跡
枇

・
諸

問
比
古
前
社
耐
社
前
中

臥
奈
川
皆
且
村
山
王
山市日制
+
t

臥
東
山
大
川
仲
村
山
正
組
制
引

邸
主
川
州
他
的
附
村
天
ι
加山市
U

榊
中
h

卸小
山中山
川
俗
的
邸
主
町
住
吉
跡
枇
跡
主

臥
が
ん川
崎
嶋
河
井
町
強
以
前
副
榊
中
心

臥
一
主
川
町
出
凶
村
山
向
山
耐
枇
制
中
山

臥
主
胤
別
所
谷
村
耐
明
宮
跡
中

回
心
甲
小
山
市
別
所
谷
村
入
岬
附
何
山
副
仰
木

臥…
主
制
大
野
村
五
枇
大
明
耐一岬
ルセ

胤
ム
中
川
谷
内
村
的
以
包
副
川
崎

臥一
+m
m
m出村
住
吉
祉
制
仰
木

臥
奈
川
徳
成
約
布
戸
大
明
訓
制
中
山

問
主
梢
終
政
相
白
山
宮
副
主

邸
奈
川
巾
閉
村
奥
様
比
昨
訓
祉
制
中

関心
甲山
梢
中
居
村
耐
杉
伊
豆
牢
比
昨
日
脚

祉
制
問
中土

臥
京
都
巾
村
加
夫
万
比
古
跡
枇
跡
中
士

臥
主
掛
抑
桜
村
跡
日
伊
一段
伎
比
古
制

シ
ヤ

境

川

氏

l盟揃府側 訓1線中期杉
'11' 京 木 I野 旧川内山

氏氏氏氏氏氏氏氏氏

水

嶋

氏

11j. 1盟 森高

木'11''11原

氏氏氏氏

加

山

氏

述
押
印
氏

恕

郎

氏

河

崎

氏

山
田
引
氏

肋

木

氏

出

水

氏

大

森

氏

狼

女

氏

匙
榊
中

関
長
山
川
附
削
桜
村
柳
円
伊
豆
伎
比
古
訓

祉
制
糾
主

臥小
平町
州岬明
千
寺
村
五
枇
大
明
訓
抑
制
古

風
京
都
=一

mm村
入

m
g耐
主

問
主
榔
三
山
村
耐
明
宮
前
中
~

岡
宮
山抑制相
川
村
天
揃
宮
神
主

凪
主
掛
字
削
神
村
裕
訴
宮
跡
中
中

臥山市

tm字
州
訪
村
山
出
山
富
制
中
山

珠
洲
細
民
脇
村
両
品
川
比
古
制
祉
制
中
.

珠
洲
榔
松
抽
出
村
入
幅
四
回
訓
キ

珠
洲
川
上
戸
市
方
村
柳
凶
大
明
-紳紳

珠
洲
川
上
戸
寺
枇
村
然
多
大
明
耐
耐

珠
洲
仰
似
川
村
春
日
枇
榊
主

珠
洲
梢
凶
川
町
村
天
満
宮
跡
中
小

珠
洲
山
正
院
村
八
師
富
一岬
主

珠
洲
川
純
念
相
古
雌
芯
山
古
制
批
一
冊

珠
洲
山
州
民
抑
制
北
的
荒
附
耐
明
祉
制

r
e
h
 

4
j
 石
川
部
三
宮
村
白
山
均
時
制
枇
討
中
占

石
川
端
鶴
来
村
金
佃
拙
円
山
利
主

石
川
山
寺
巾
村
大
野
泌
耐
-
札
制
古

刑
制
同
川
一
包
帯
荻
村
印刷
多
榊
枇
制
京

出
品
川柑腕
口
村
能
殺
生
凶
玉
耐
枇
紳

郎
品
部
石
川
山
山
伊
須
山
川
岐
出
宙
利
祉

制
主
同

上
珠
洲
彬
三
附
村
閉
山
間
制
御
祉
制
主

ジ
ヤ
コ
ツ
セ
キ
蛇
骨
石

腿
嶋
制
上
湯
川

珠

洲
制
服
鯨
か
ら
出
る
刻
銘
石
を
い
」
。

淀川
町
の
制
世

に、

『
上
場
川
領
に
じ
ゃ
こ
つ
石
大
小
有
之
。
』
能
官

名
跡
志
に
、『
こ
の
所
内
路
線
)
に
名
物
有
b
。
蛇
骨
石

と
て
菊
銘
石
あ
り
。
御
留
山
に
成
b
て
あ
り
。
』
な
ど

と
あ
る
。

ジ
ヤ
ジ
ャ
ム
ジ
ヤ
シ
ユ
ウ
治
議
治
議
無
都
築

一
加
。
阿
北
抑制
則
越
左
政
次
の
狂
欧
州却で
、
陀融
市相川

濁
吟
治
政
治
誠
艇
…
犯
鋭
と
闘
し
、
双
十
九
段
幽
明
の

名
で
序
文
を
加
へ
て
あ
る
。
叉
別
に
前
部
の
狂
駄
の

外
に
追
加
と
し
て
、
阿
北
野
を
初
め
諸
人
の
作
を
知
町

き
足
し
た
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
阿
北
知
忽
翁

狂
歌
集
の
姐
窃
が
あ
b
‘
一治
十
九
旋
回
明
を
五
足
知

印
明
と
し
て
ゐ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
そ
の
序
文
は

『
阿
北
資
狂
紙』

に
阿
北
蹄
の
作
と
し
て

殺
せ
て
ゐ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
幽
明
は
印
ち
左
綜
次
の
剛
山
蹴

で
+
中
b
、ヲ
。

シ
ヤ
セ
ン
ホ
ウ

斜
線
法

明
治
二
年
十
且
十
六

日
金
保
滞
は
滞
士
に
給
す
る
従
来
の
秩
晶
怖
を

改
め

て
、
位和総
V
〈
は
改
定
品
開
と
し
た
。
こ
の
訟
は
允
街
百

石
及
び
百
石
以
下
の
も
の
は
給
品
開
も
抽
出
に
従
ひ
‘
=一

千
石
及
び
三
千
石
以
上
の
も
の
は
給
臓
を
三
分
の
一

に
減
じ
、
百
石
以
上
三
千
石
以
下
の
も
の
は
附
次
選

滅
す
る
を
以
て
、
こ
れ
を
斜
線
法
と
名
づ
け
た
。
斜

線
法
に
よ
っ
て
給
品
怖
を
録
制
す
る
に
は
、
『
術
日
、

置=干均
株
一
加
=定
法
千
=
一一
白
去
十
石
「
倍
ν
之
、
以
Z

二
十
九
削
-除
ν
之
。

右
改
定
品開
也
。
』
と
し
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
給
総
と
い
ふ
も
の
も
、
向
従
来
の
草

高
の
如
く
で
、
士
族
の
受
領
す
る
波
石
支
給
高
は
、

別
に

『
又間一
z

改
定
紋一
両
日
来
=
平
均
克
一
一
入
、
三

隠
耐
、
来
=定
口
法
一
一
一
一

一円
以
2

日
米
法
一

O
二
-

除
v

之
。

右
現
布
高
也
。
』
の
法
に
よ
っ
て
釘
出
し
た
。

現
石
高
は
又
家
椴
と
も
務
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
加
到
滞

シ
ヤ
ダ
イ

車
大

企
部
の
制
人
。
後
川
の
門
か

ら
出
で
、
初
め
抗
山
舎
と
い
う
た
が
、

W
H
政
九
年
後

川
か
ら
災
柳
舎
三
代
の
織
防
を
許
さ
れ
、
希
凶
の
五

十
回
忌
法
合
を
抽
出
修
し
て
、
追
悼
句
集
ゆ
め
の
あ
と

を
仮
行
し
た
。
そ
の
他
者
す
腕
に
、
雨
の
は
し
・

ま

じ
り
ざ
き
・生
自
物
・四
町
の
且
・四
時
の
風
が
あ
る
o

m大
の
俗
名
・忌
辰
は
凡
べ
て
許
か
で
な
い
が
、
そ

の
春
帖
草
抽
出
は
文
化
十
凶
日開
・
に
終
っ
て
ゐ
る
。

ジ
ヤ
生
イ
セ
キ

蛇
胎
右

郎
品
川
の
永
光
寺
側

廷
の
時
、

E
一
む
を
組
め
て
本
立
を
治
っ
た
が
、
世間成

の
夜
天
地
喝
勤
し
て
堂
宇
倒
製
し
、

E
石
は
百
円
び
顕

れ
出
た
。

依
っ
て
之
を
避
け
て
再
建
し
、

そ
の
官
刊
を

蛇
胎
石
を
名
づ
け
た
と
い
ふ
。
今
木
設
の
即
に
一
角

を
館
出
す
る
も
の
で
、石川
H
は
角
閃
花

JM
岩
で
あ
る
。

に
於
い
て
は
、
士
人
の
知
行
革
日
千
石
以
下
百
石
以

上
な
る
も
の
に
射
し
て
は
、
そ
の
三
分
の
一
を
挺
三

ツ
六
歩
の
加
州
知
を
以
て
し
、
時
間
三
分
の
こ
を
発
四

ツ
一
歩
の
能
経
知
を
以
て
支
給
し
た
訟
を
掠
っ
て
、

加
口
〈
上
下
一

般
に
麹
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
之
に
よ

っ
て
部
職
三
千
石
の
も
の
は
給
株
三
百
石
現
石
百
二

十
八
名
六
斗
四
升
三
合
と
な
白
、
叩的
融
百
石
の
も
の

は
給
融
商
石
現
石
四
十
二
石
八
斗
入
升
一
合
と
な
っ

た
。
し
か
し
商
品相
者
の
中
従
来
特
に
商
事
の
知
行
を

受
け
た
も
の
に
は
稲
に
特
例
に
よ
る
も
の
も
あ
っ

た
c
又
組
外
の
士
・
奥
力
及
び
平
士
加
の
僻
級
に
あ

っ
て
は
、
元
来
下
抱
と
稿
し
て
、
加
州
知
弘
三
ッ
五

分
、
能
越
知
市
内
問
ツ
の
川
合
で
支
給
せ
ら
れ
た
か

ら
、
そ
の
給
厳

・
家
磁
の
釘
出
も
別
の
法
に
出回っ
た

の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る。

シ
ヤ
ダ

舎
裂

金
保
の
例
入
、
即
応
を
烏
道
下

と
い
う
た
。
姿
林
の
門
に

m
.ひ、
在
日r
五
年
に
共
同
恥

を
上
梓
し
た
。

そ
れ
に
は
七
十
二
人
泊
合
隷
と
犯
す

司
令
。

三
八
五


